　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO　34
０７年7月5日
発行　労働法制中央連絡会　〒113－8462　東京都文京区湯島２－４－４　全労連会館4階　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　03－5842－5611　　ＦＡＸ　03－5842－5620
6/5参議院　外交防衛委員会にて　共産党提案　
｢ＩＬＯパートタイム労働条約(第175号) 
の批准に関する請願｣を本日採択！！
　参議院外交防衛委員会で、日本共産党の井上哲士議員が紹介者の｢ＩＬＯパートタイム労働条約(第175号)の批准に関する請願｣が、委員会として｢ＩＬＯパートタイム労働条約を早期に批准すること｣を本日全会一致で、採択されました。　
　なお、衆議院外務委員会では、採択されませんでした。
　第166国会において採択された請願は、半年以内に文書で内閣に報告されます。
　ＩＬＯパートタイム労働条約が早期に批准されるよう、粘り強い運動を取り組んでいきましょう。　
　労働法制の拡充を求める請願は、残念ながら採択されませんでした。
　本日採択された労働関連の請願署名について
· 児童扶養手当ての減額を最小限にすることに関する請願　　　(衆・参採択)
· 保育・学童保育・子育て支援施策の拡充等に関する請願　　　(衆・参採択)

· 年金・医療・介護等の社会保障制度充実に関する請願　　　　(衆採択)
· ＩＬＯパートタイム労働条約(第175号)の批准に関する請願　(参採択)

· 女子差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准に関する請願　　(参採択)

· 安全・安心の医療と看護の実現に関する請願　　　　　　　　(参採択)

本日166国会閉会、労働３法案は継続審議に
　第１６６通常国会は７月５日、衆参両院本会議で会期末処理を行い、閉幕しました。参院選を控えた今国会では、自民党、公明党の与党が重要法案処理のため、委員長職権による委員会の強行開催と法案の強行採決を連発し、安倍首相の主導で、参議院選挙の投票日を延期までして、国会会期も延長しました。
　衆院決算行政監視委員会は、７月４日、民主党の仙谷委員長が開会を促したものの、自民、公明両党が開会に反対して出席せず、開催されないまま終わりました。衆院事務局によると、与党が出席しないため委員会を開会できなかったことは極めて異例としています。
　民主党は年金問題や久間前防衛相の原爆投下をめぐる「しょうがない」発言を追及するため開会を求めましたが、与党側は「不信任決議案を突きつけたばかりで委員会を開ける正常な状況ではない」と拒否しました。 
　委員会の強行開催や法案の強行採決を繰り返してきた与党が、国会会期末に委員会を欠席して、審議拒否するのは、まったく卑怯な態度です。
　今国会では、政府提出法案と議員立法が計１４２本成立しました。政府の新規提出法案９７本のうち成立したのは８９本。成立率は９１．８％で、度重なる強行採決の結果、小泉内閣時代の６回の通常国会の平均９０．７％を上回りました。
なお、継続審議となった法案は次の通りです。

　＜継続審議法案＞
　放送法改正案▽労働契約案、労基法改正案、最賃改正案▽年金一元化関連法案▽日本版ＮＳＣ（国家安全保障会議）設置法案▽地方公務員法改正案▽振込詐欺救済法案▽社会福祉士法改正案▽電子投票法改正案▽宇宙基本法案









